
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１１年３月１１日に発生した福島第一原発事故発生から１０年と半年が過ぎました

が、未だに原発に関する事故・事象が後を絶ちません。 

 さらに政府は、福島第一原発の汚染水の処理について、地元住民の多くが反対の声をあ

げているにも関わらず、２年後に海洋放出する計画を強引に推し進めているばかりか、運

転開始から４０年を超えた原発の再稼働についても行われており、国民の「いのち」と「生

活」が軽視され、原発による利権が優先されている現実を許すことはできません。そして、

原発で使われている核燃料はいつでも核兵器に転用できることからしても、原発を推進す

る狙いが何なのかを見定めていかなくてはなりません。 

 私たちＪＲ東労組青年部は、これまでヒロシマ現地学習行動をはじめとした平和研修を

通じて、核の恐ろしさを学ぶと同時に、「いのち」を守るために核のない社会の実現を目指

していく必要性を学んできました。 

 大切な家族や仲間の「いのち」を守るために、取り巻く情勢を学び、自らの価値観を発

信し、「平和な社会」を実現に向け「自分に何ができるか」を考え仲間と共に議論を深めて

いきましょう！ 
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浜岡原発 放射性物質含む水漏れ 

原因調査中・・・ 福島第一原発処理水 沖合放出 
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柏崎刈羽原発建屋で煙！？ 

電源ケーブルの一部から火災発生か 

４０年超原発 初の再稼働 

福井・関電美浜３号機 

福島第一原発  

汚染水設備フィルター 

ほぼ全て破損！？ 


